
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月２４日に離任式があり、慣れ親しんだ先生方とお別れをして、４月７日（水）

に新しい先生方の着任式がありました。これまでお世話になった先生方の思い

出は大切にし、これから、また、新しい先生方といっしょに、新しい学級や学年づく

りをしていきましょう。その後、始業式がありました。さすが尾倉中学校の２・３年

生です。みんな、姿勢よく、しっかり話を聞くことができ、とても、すばらしい始業式

で、新たなスタートを切ることができました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊教職員の異動紹介＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

転出された先生方、長い間ありがとうございました 

氏名 教科 異動先の学校 学校所在地 

小野 宏一 校長先生 ご退職 

平野 恵美子 先生 美 術 穴生中学校 八幡西区 

藤村 将成 先生 理 科 飛幡中学校 戸畑区 

大庭 邦敬 先生 校務員 守恒中学校 小倉南区 

＊坪井幸次郎先生は数学科のメンタリング教員として、たくさんの中学校に指導に行きます。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

着任式・始業式では、みなさんの大きな拍手がとても印象的でした。先生といえども新しい学校

は緊張するものだと思います。その場でみんなの大きな歓迎の拍手は先生方にとってとても嬉しい

ことだったに違いありません。尾倉中学校の生徒のやさしさ、思いやりを感じた瞬間でもありました。

部活動集会が終わった後も、多くの生徒が「さようなら」と挨拶をし、すれ違う先生方に「こんにち

は」と挨拶をしてくれました。新年度が始まるこのすがすがしい日に、気持ちの良い挨拶を交わせる

のはうれしいものです。ぜひ、たくさんの人に挨拶をするようにして、する方もされる方もさわやかな

気持ちで過ごしていきましょう。 

● 拍手、挨拶などは「人とかかわる」時には絶対に必要なことです。「ありがとう」「ごめんね」

「また明日」「大丈夫？」など短い言葉に優しさがあふれているものです。「挨拶」は思いやりの第

一歩、優しさを感じる第一歩です。尾倉中学校で大切にしていきたいことの中にも「挨拶」がありま

す。北九州市の中学校で「挨拶北九州№１」を目指していこう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入された先生方、生徒と一緒に頑張りましょう 

氏名 教科 前任校 学校所在地 

栗原 博巳 校長先生 英 語 小倉中央小学校 小倉北区 

坪井 幸次郎 先生 数学（主幹教諭） 早鞆中学校 門司区 

千々和 隆博 先生 理 科 中央中学校 八幡東区 

中野 恭子 先生 美 術 小倉総合特別支援学校 小倉南区 

篠原 一夫 先生 校務員 ひびきの小学校 若松区 
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令和３年４月８日（木）発行 

校長 栗 原 博 巳 
北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 

HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 

創造 

協力 

令和３年度 尾倉中 着任式・始業式 

令和３年度 北九州市立尾倉中学校始業式 学校長式辞 

あらためて挨拶をしましょう。おはようございます。春休みは、コロナウイルスの

影響もあったと思いますが、皆さんは元気に過ごしていたでしょうか。先ほど紹介

したように、新しい先生を迎え、いよいよ令和３年度がスタートしました。昨年度よ

りもすばらしい尾倉中学校にしていくために、今から２つのことを話します。 

１点目は高い志をもち、自分の夢や目標に挑戦することです。高い志をもち、夢

に挑戦するには、自分の夢を実現するのだという、強い意志と、自分を鍛える覚悟

が必要です。どのようにすばらしい才能の持ち主でも、努力がなければ夢に近づ

けません。夢や目標という「そびえる頂き」に向かって一歩一歩、力強く歩んでくだ

さい。そのためにも今年の目標を明確に掲げてください。そして計画を立ててくだ

さい。そして、自分の夢に挑戦し続けてください。 

２点目は尾倉中の合言葉・スローガンの達成です。今年は、目の前のことを一

つ一つ確実に行う「規律」（規則の規、律すると書きます）、友達に優しく、思いや

りの気持ちをもって接する「感謝」、何事にも全力で取組み、感動を与える「情

熱」、この規律、感謝、情熱をスローガンに決めました。詳しくは後日校長先生の

学校通信でお知らせします。 

生徒の皆さん、どうか、１時間１時間の授業に、部活動に、生徒会活動に緊張

感をもち、真剣に取り組んでください。その積み重ねが夢の実現につながります。 

とりわけ３年生は、卒業後の進路実現を念頭に、努力を続けてください。 

皆さんが尾倉中学校の生徒としてのプライド、誇り、自信をもって生き生きと活

動することを期待しています。最後に、この１年間、健康で怪我のないように、学校

生活を送ってください。以上で先生の話を終わります。 

 



 

 

 

 

 

人は、自分だけで生きているのではありません。 

 さまざまな人との出会いやつながりの中で生きており、その中で一見、偶然に見える重要な出来

事や出会いももたらされるのです。 

さまざまな人とのつながりで起きる出来事や出会いに心を開いて生きるーこれは「縁（えん）」を

大切にする生き方と言ってもいいでしょう。 

それが、あなたを幸福や成功に導いてくれるのです。 

生きていくということは誰かと関わること。 

人は孤独だが、誰かの存在なくして生きていくことはできない。人は人を必要としている。誰かが

あなたを必要としている。 

だから、幸せになろうと思うのであれば、人との関わり抜きに、幸せを見つけることはできない。 

幸せは人との関わりのなかで見つかる。人生で与えられる「縁（えん）・出会い」に心を開いてい

れば、チャンスは与えられる。 

予期しなかった偶然の出会い、偶然の出来事。それらがあなたを思いもしなかった道へ導く。 

それは誰かがあなたの人生にもたらす「縁（えん）・出会い」の結果。自分一人だけでは、決して

見つからなかった世界がそこにある。 

幸せになりたいと思うなら、「縁（えん）・出会い」にはいつも、心を開いておこう。 

出典 『偶然をチャンスに変える生き方』（ダイヤモンド社、２００９年）一部改 

 

ある先生と生徒の物語 

（先生たちは君たち生徒が「宝物」です。ぜひ、読んでみてください） 

先生が５年生の担任になった時、一人服装が不潔でだらしなく、どうしても好きになれない少年

がいた。 

中間記録に先生は、少年の悪いところばかりを記入するようになっていた。 

ある時、少年の１年生の記録が目にとまった。 

「朗らかで、友達が好きで、人にも親切。勉強も良く出来、将来が楽しみ」とある。間違いだ。 

他の子の記録に違いない。先生はそう思った。 

２年生になると「母親が病気で世話をしなければならず、時々遅刻する」と書かれていた。 

３年生では「母親の病気が悪くなり疲れていて、教室で居眠りする」 

後半の記録には「母親が死亡。希望を失い、悲しんでいる」とあり、 

４年生になると「父は生きる意欲を失い、アルコール依存症となり、子供に暴力を振るう。」 

先生の胸に激しい痛みが走った。 

ダメと決め付けていた子が突然、悲しみを生き抜いている生身の人間として、自分の前に立ち現

れてきたのだ。 

放課後、先生は少年に声をかけた。 

「先生は夕方まで教室で仕事をするから、あなたも勉強していかない？分からないところは教え

てあげるから」 

少年は初めて笑顔をみせた。 

それから毎日、少年は教室の自分の机で予習復習を熱心に続けた。 

授業で、少年が初めて手を上げたとき、先生に大きな喜びが沸き起こった。 

少年は自信を持ち始めていた。 

クリスマスの午後だった。 

少年が小さな包みを先生の胸に押し付けてきた。 

後であけてみると、香水の瓶だった。 

亡くなったお母さんが使っていた物にちがいない。 

先生はその一滴をつけ、夕暮れに少年の家を訪ねた。 

雑然とした部屋で独り本を読んでいた少年は、気がつくと飛んできて、先生の胸に顔を埋めて叫

んだ。 

「ああ、お母さんの匂い！今日は素敵なクリスマスだ」 

６年生では少年の担任ではなくなった。 

卒業の時、先生に少年から１枚のカードが届いた。 

「先生は僕のお母さんのようです。そして今まで出会った中で一番素晴しい先生でした。」 

それから６年、またカードが届いた。 

「明日は高校の卒業式です。僕は５年生で先生に担当してもらって、とても幸せでした。おかげで

奨学金をもらって医学部に進学することが出来ます。」 

１０年を経て、またカードがきた。 

そこには先生に出合えた事への感謝と、父親に叩かれた体験があるから患者の痛みが分かる医

者になれると記され、こう締めくくられていた。 

「僕はよく５年生のときの先生を思い出します。あのまま駄目になってしまう僕を救って下さった

先生を神様のように感じます。医者になった僕にとって最高の先生は五年生の時に担任して下さっ

た先生です」 

そして１年。 

届いたカードは結婚式の招待状だった。 

「母の席に座って下さい」と一行、書きそえられていた。 

たった１年間の担任の先生との縁。その縁に少年は無限の光を見出し、それをよりどころとして、

それからの人生を生きた。ここにこの少年の素晴しさがある。 

人は誰でも縁の中に生きている。無数の縁に育まれ、人はその人生を開花させてゆく。大事なの

は、与えられた縁をどう生かすかである。 

新しい学級、新しい友達、新しい先生、４月は出会いの月です。緊張しているとは思います

が、この出会いを大切にしてください。出会いは「縁（えん）」です。何十億という人類が

いる中で出会ったことは奇跡であり、「縁」です。さあ、心新たに新しい気持ち、やる気で

新学期をスタートさせましょう！ 


